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新春に力走光る上州路

群馬らしさが笑い誘う

阿久沢家で冬キャンプ

　 臨 江 閣 で12月14日 に「ｄ 
47落語会 」を開催。これは落
語家・柳家花緑さん、脚本家・
藤井青銅さんが、各都道府県
に1つずつ、ご当地ネタの新
作落語を作り披露するもの。
群馬落語では、空っ風や上毛
かるたを取り入れ、観客も納
得の笑いに包まれました。

　12月16日・17日 に 開 催 し 
た「古民家CAMP in 阿久沢家」。 
世代を超えたつながりを生み
出し、赤城南麓の魅力を発掘
しようと、前橋の地域若者会
議と宮城地区住民が連携。バ 
ーベキューやいろり会議など、 
国重要文化財・阿久沢家住宅
の活用法を模索しました。

　元旦恒例のニューイヤー駅
伝が、１月１日に本市を発着
点に開催。地区予選を勝ち抜
い た37チ ー ム が 出 場 し、７
区100km を駆け抜けました。
沿道からの熱い応援を受け、
旭化成が連覇を達成。襷

たすき

をつ
なぐ選手たちの力走が新年の
上州路を盛り上げました。
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。
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湿
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
冷
た

い
風
を
浴
び
て
詩
の
魂
が
大
き
く

な
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

朔
太
郎
は
郷
土
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の
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な
思
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を
文
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し
て
表
現
し
た
人
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前 
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さ
ん
は
深
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度
量
で
見
守
っ 

て
く
れ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
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朔太郎作品で詩に目覚めた、と松
浦会長

言葉の使い方も今と違うかも、と
萩原館長
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